













































ようになりました。2013 年 4 月には、ドイツ




















BCG-CWS 刺激によって誘導される IL-23 の特
異的サブユニット IL-23p19 遺伝子の発現を上
昇させる事を発見しました。最初は、その活性
分子は、蛋白成分であると考え、肺癌細胞株の
培養上清を大量に集めました。しかし、その物
質は、非常に小さく、熱にもきわめて安定で、
蛋白ではないのではないかと考えるようになり
ました。そしてある時、異なる培地で培養して
いた多くの肺癌細胞株の培地を統一するため、
それらの培地を変えた所、IL-23p19 遺伝子の
発現誘導活性に大きな変化が現れる事に気がつ
いたのです。そして、肺癌細胞株の培地の中で、
活性とリンクして変化する物質を探索し、それ
がブドウ糖であることを見つけました。すなわ
ち、癌細胞株を低ブドウ糖含有培地で培養する
と活性が低く、高ブドウ糖含有培地で培養する
─ 27 ─
と活性が高かったのです。しかし、免疫細胞を
高ブドウ糖含有培地で培養しても、その発現誘
導活性には全く変化がありませんでした。そし
て、ついにブドウ糖の代謝産物「乳酸」が、そ
の発現誘導活性をもつ物質である事を発見した
のです。多くのがん細胞は、酸素が充分存在し
ていても、ミトコンドリアでのエネルギー産生
を抑制し、多量の乳酸を分泌する事が知られて
います（ワーバーグ効果と呼ばれています）。
それ故、「乳酸」は、多くのがん組織で働く炎
症メディエーターであると考えられます。
　現在、私たちは、免疫細胞における「乳酸」
シグナル経路を明らかにしようとしています。
また、最近、がん細胞からの乳酸産生を制御す
るピルビン酸脱水素酵素阻害剤ジクロロ酢酸
が、免疫細胞にも働いて、担がんマウスにおけ
る免疫状態を改善し、抗がん免疫療法の効果を
高める事を明らかにしています。第 4 のがん
治療として期待される免疫療法が、本当に効果
を示す治療法になるためにも、がん患者におけ
る免疫状態の改善が欠かせません。それ故、ぜ
ひ「乳酸」シグナルを解明したいと考えていま
す。
　最後に、大阪癌研究会より平成 23 年度一般
学術研究助成金を賜りました事をこの場をお借
りして深く感謝するとともに、貴研究会の益々
のご発展を祈念いたします。また、今後も、新
しいがん治療開発に貢献できるよう精進する所
存です。
＊大阪府立成人病センター研究所・分子遺伝学部門
　平成 23 年度一般学術研究助成金交付者
 
